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㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
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問問合せ　　ｔ電話番号　 内線
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ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 32,702人　	（−１７人）
男 	 16,268人　	（−１人）
女 	 16,434人　	（−１６人）
世帯	 16,102世帯	（＋２９世帯）
※令和４年10月１日現在（前月１日比）

− − − −

　
お
知
ら
せ

役場の開庁日時
平日　午前８時３０分～午後５時１５分
毎月第１土曜日　午前８時３０分～
　正午（一部窓口のみ）
11月・12月の土曜開庁
　11月５日（土）・12月３日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
家
族
な
ど
の
身

近
な
人
に
対
し
て
、無
償
で
介
護
、

看
護
、
日
常
生
活
上
の
お
世
話
や

援
助
を
し
て
い
る
人
で
す
。
ケ
ア

ラ
ー
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
社

会
を
目
指
し
、県
で
は
１１
月
を「
ケ

ア
ラ
ー
月
間
」
と
定
め
、
集
中
的

な
広
報
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
詳
細
は
下
記

か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　

ｔ

１
１
２

　
　

ｆ
２
９
５

−

２
１
２
６

11
月
は

『
ケ
ア
ラ
ー
月
間
』
で
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
が
、
海
外
渡と

航こ
う

中ち
ゅ
うに

や
む
を
え

ず
保
険
適
用
と
な
る
診
療
を
受
け

た
場
合
、
帰
国
後
に
療
養
費
を
申

請
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
は
じ
め

か
ら
治
療
目
的
で
渡
航
し
た
場
合

は
対
象
外
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係　

　
ｔ

１
３
６

海
外
療
養
費
の
申
請
を

ご
存
じ
で
す
か

荒
川
緑り
ょ
く

肥ひ

を
無
償
配
布

し
ま
す

河
川
の
堤
防
の
刈
草
か
ら
作
っ
た

堆た
い
肥ひ

を
配
布
し
ま
す
。

※
配
布
量
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
販
売
目
的
の
人
は
対

象
外
で
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は

希
望
数
量
よ
り
受
取
量
を
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

㊐　
令
和
５
年
１
月
２３
日
月
～
２

月
４
日
土（
１
月
２９
日
日
を
除
く
）

子
ど
も
課
企
画
『
子
育
て

応
援
図
書
大
集
合
！
』

１１
月
１
日
火
か
ら
１２
月
９
日
金
ま

で
は
、
障
害
者
用
駐
車
場
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
調
期
間

で
す
。
障
害
者
用
駐
車
場
は
、
車

障
害
者
用
駐
車
場
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

場　
大お

お

里さ
と
堆
肥
ヤ
ー
ド
、
東
松
山

堆
肥
ヤ
ー
ド
、
朝
霞
堆
肥
ヤ
ー
ド

　
袋（
土
の
う
袋
、厚
手
の
ビ
ニ

ー
ル
袋
）、２
ト
ン
以
下
の
車
両

申　
１２
月
９
日
金
ま
で
に
（
当
日

消
印
有
効
）
往
復
は
が
き
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
荒
川
上
流

河
川
事
務
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
応
募
要
領

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
荒
川
緑

肥
事
務
局
ｔ
２
４
６

−

１
０
３
１

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

で
す
。
虐
待
の
早
期
発
見
は
、
保

護
者
を
救
う
こ
と
に
も
繋
が
り
ま

す
。
迷
う
場
面
で
も
た
め
ら
わ
ず

児
童
虐ぎ
ゃ
く
待た
い
の
通
報
は

「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」
へ

に
、
最
寄
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
る
、
全
国
共
通
３
桁け

た
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
の
命
に
危
険
が
及
ぶ
緊

急
時
は
、
警
察
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

問　
役
場
子
ど
も
課
児
童
係

　
　

ｔ

１
４
５
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講
習
・
イ
ベ
ン
ト

毎
日
の
子
育
て
で
悩
ん
だ
り
迷
っ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　
１１
月
は
子
ど
も
課
と
図
書

館
が
コ
ラ
ボ
し
、
子
育
て
に
関
す

る
本
の
企
画
展
示
を
行
い
ま
す
。

マ
マ
だ
け
で
な
く
パ
パ
や
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
参
考

に
な
る
本
を
展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐　
１１
月
１
日
火
～
２９
日
火

場　
図
書
館
１
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

　
子
育
て
関
連
書
籍
展
示

問　
図
書
館
ｔ
２
９
５

−
１
０
１
５

子
ど
も
課
企
画
『
子
育
て

応
援
図
書
大
集
合
！
』

か
つ
て
毛
呂
山
町
で
行
わ
れ
て
い

た
醤
油
づ
く
り
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。

醤
油
搾
り
体
験
に
参
加
さ
れ
た
人

に
は
、
体
験
費
千
円
で
醤
油
１
本

（
１
升

し
ょ
う

程
度
）を
ご
提
供
し
ま
す
。

※
醤
油
を
ご
希
望
の
人
は
、
当
日

体
験
費
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

㊐　
１２
月
１０
日
土

　
　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場　
歴
史
民
俗
資
料
館
学
習
広
場

申　
不
要
（
公
開
時
間
中
は
自
由

に
見
学
で
き
ま
す
）

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

醤し
ょ
う
油ゆ

搾し
ぼ
り
実
演
会

冊
子
『
歩
い
て
見
つ
け
た
神
さ
ま

・
仏
さ
ま
』（
町
史
研
究
会
発
行
）

か
ら
、
毛
呂
山
町
内
数
か
所
の
石

仏
を
巡
り
ま
す
。
昼
食
も
お
楽
し

み
に
！

㊐　
１１
月
14
日
月　

　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
町
内
（
集
合
・
解
散
場
所
／

毛
呂
山
総
合
公
園
駐
車
場
）

対　
ど
な
た
で
も
（
お
子
さ
ん
も

可
）

定　
１０
人
（
先
着
順
）

料　
冊
子
代
１
０
０
０
円
（
冊
子

郷
土
散
歩
『
毛
呂
山
石せ
き

仏ぶ
つ

め
ぐ
り
～
７
巡
目
』

「
歩
い
て
見
つ
け
た
神
さ
ま
・

仏
さ
ま
」
を
お
持
ち
で
な
い

人
）、昼
食
代
１
０
０
０
円
（
保

険
代
含
む
）

案
内　
町
史
研
究
会
メ
ン
バ
ー

　
冊
子
、飲
料
水
、筆
記
用
具
、

歩
き
や
す
い
服
装
（
帽
子
）

※
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

申　
１１
月
２
日
水
午
前
９
時
３０
分

か
ら
図
書
館
で
受
け
付
け
ま
す

（
電
話
可
）。

問　
図
書
館
ｔ
２
９
５

−

１
０
１
５

古
典
に
親
し
む
会
『
琵び

琶わ

で
語
る
平
家
物
語
の
世
界
』

㊐　
１１
月
２０
日
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
１５
分

場　
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

対　
毛
呂
山
町
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
お
よ
び
図
書
館
広
域
利
用
者

定　
３０
人
（
先
着
順
）

講
師　
守
矢
真
衣
さ
ん（
琵
琶
奏
者
）

　
琵
琶
の
演
奏
を
メ
イ
ン
に
、
原

文
・
現
代
語
訳
や
絵
画
等
を
交
え

て
平
家
物
語
の
世
界
を
味
わ
い
ま

す
。
琵
琶
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

料　
無
料

※
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

申　
１１
月
５
日
土
午
前
９
時
３０
分

か
ら
図
書
館
で
受
け
付
け
ま
す

（
電
話
可
）。

問　
図
書
館
ｔ
２
９
５

−

１
０
１
５

普
通
救
命
講
習

㊐　
１２
月
18
日
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

場　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　
２０
人
（
先
着
順
）

料　
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
講
習
終
了
後
、修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
に
よ
り
、
講
習
の
中
止
も
し
く

は
定
員
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申　
１１
月
１
日
火
か
ら
消
防
署
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

署
ｔ
２
９
５

−

０
１
１
９

毛
呂
山
町
・
鳩
山
町
・
越
生
町
の

小
学
４
年
生
を
対
象
に
防
火
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
作
品
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
な
か
か
ら
厳
選
さ
れ
た
毛
呂

山
町
の
入
選
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
生
徒
さ
ん
が
一
生
懸
命
作
っ

た
素
晴
ら
し
い
作
品
を
こ
の
機
会

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

㊐　
１１
月
９
日
水
～
１５
日
火

場　
中
央
公
民
館

問　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
予
防

課
ｔ
２
９
５

−

０
１
１
９

西
入
間
広
域
消
防
組
合

防
火
ポ
ス
タ
ー
展
示
会

椅
子
使
用
者
や
、
身
体
の
不
自
由

な
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
車
の

乗
り
降
り
や
移
動
に
配
慮
が
必
要

な
人
の
た
め
の
、
幅
の
広
い
駐
車

区
画
の
こ
と
で
す
。

障
害
者
用
駐
車
場
を
必
要
と
し
て

い
る
人
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
埼
玉
県
福
祉
政
策
課

　
ｔ
０
４
８−

８
３
０−

３
３
９
１
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相
談

　
募
集

勤
務
内
容　
確
定
申
告
事
務
補
助

募
集
人
数　
１
０
０
人
程
度

勤
務
期
間　
令
和
５
年
１
月
上
旬

か
ら
３
月
末
ま
で

勤
務
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
の
間
で
３
～
７
時
間

勤
務
場
所　
川
越
税
務
署

給
与　
時
給
９
９
０
円
～
１
０
４
０
円

※
実
費
相
当
額
の
通
勤
手
当
が
あ

り
ま
す
（
上
限
あ
り
）。

申　
関
東
信
越
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
川
越
税
務
署
総
務
課

　
　
ｔ
２
３
５

−

９
４
４
１

全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週
間

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ

る
様
々
な
人
権
問
題
に
取
り
組
む

た
め
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

第
８
回
里
親
制
度
普
及
講
座

『
あ
り
が
と
う
、
オ
カ
ン
』
上
映
会

㊐　
12
月
４
日
日

　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
日
高
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
高
麗
の
郷
」

　
①
さ
く
っ
！
と
わ
か
る
里
親
制
度

　
　
②
「
あ
り
が
と
う
、
オ
カ
ン
」
上
映
会

料　
無
料

共
催　

社
会
福
祉
法
人 

同
仁
学

院
、
児
童
養
護
施
設
「
埼
玉
育

児
院
」・「
神
愛
ホ
ー
ム
」、
ら
ん

ざ
ん
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

申
・
問　
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー　
シ
ャ
ロ
ー
ム

新
し
き
村
美
術
館

無
料
公
開
の
お
知
ら
せ

11
月
14
日
（
県
民
の
日
）
に
新
し

き
村
美
術
館
を
無
料
公
開
し
ま
す
。

な
お
、
無
農
薬
米
、
無
農
薬
茶
、

陶
器
の
販
売
も
行
い
ま
す
。
生
活

館
に
て
村
内
、
村
外
会
員
の
作
品

を
展
示
し
て
お
り
、
ア
ト
リ
エ
や

都
電
も
公
開
し
ま
す
。

㊐　
11
月
14
日
月
　

　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問　
一
般
財
団
法
人
新
し
き
村

　
　

ｔ
２
９
５

−

５
３
９
８

情
報
交
換

「
花
と
逢
う
」
を
テ
ー
マ
に
３
年

振
り
の
花
展
で
す
。
お
で
か
け
い

た
だ
き
、
い
け
花
に
親
し
ん
で
く

だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

㊐　
11
月
19
日
土　

午
前
10
時
～

午
後
５
時
、
11
月
20
日
日　
午

前
10
時
～
午
後
４
時　
　

場　
中
央
公
民
館

問　
ｔ
２
９
５

−

２
１
０
３
西
嶋

毛
呂
山
華
道
連
盟

『
第
23
回
い
け
花
展
』

毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

「
離
乳
食
っ
て
、
何
か
ら
食
べ
さ

せ
れ
ば
い
い
の
？
」、「
な
か
な
か

食
べ
て
く
れ
な
い
」
そ
ん
な
育
児

の
悩
み
に
管
理
栄
養
士
が
お
答
え

し
ま
す
。

㊐　
12
月
13
日
火　

　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

※
受
付
時
間
は
午
後
１
時
30
分
か

ら
２
時
ま
で
で
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
育
児
相
談
、
身
体
測
定
、
離

乳
食
講
座
（
希
望
者
の
み
）

育
児
・
離
乳
食
相
談

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
毛
呂
山
町

共
通
商
品
券
引
換
申
込
み
開
始

毛
呂
山
俳
句
の
会

会
員
募
集

当
会
は
、
指
導
者
は
お
ら
ず
、
会

員
同
士
で
互
選
し
な
が
ら
俳
句
を

対　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定　
10
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

講
師　
管
理
栄
養
士
、
保
健
師

　
母
子
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル

※
保
護
者
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

申　
11
月
１
日
火
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
付
ま
す
（
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
可
）。

て
、
通
常
の
受
付
時
間
を
延
長
す

る
な
ど
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人

か
ら
専
用
相
談
電
話
に
よ
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

㊐　
11
月
18
日
金
～
24
日
木

　
　
午
前
８
時
3０
分
～
午
後
７
時

※
19
日
土
、
20
日
日
、
23
日
水
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

相
談
電
話
番
号　
ｔ
０
５
７
０

−

　
０
７
０

−

８
１
０

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員

問　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
ｔ
０
４
８

−

８
５
９

−

３
５
０
７

　
ｔ
０
４
２−

９
８
９−

１
５
３
５

川
越
税
務
署
非
常
勤
職
員
募
集

楽
し
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ご
一
緒

に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

㊐　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
午
前
10
時
～
正
午

※
巡
回
バ
ス
も
あ
り
ま
す
。

料　
入
会
金
、
月
会
費
な
し

問　
ｔ
２
９
５

−

２
１
０
３
西
嶋

毛
呂
山
町
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

の
毛
呂
山
町
共
通
商
品
券
引
換
申

込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

「
毛
呂
山
町
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」

を
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
め
た
人

は
、
ポ
イ
ン
ト
を
商
品
券
と
引
き

換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
申
込
期
間
と
引
換
期
間
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド

※
20
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
５
０
０
円

分
の
毛
呂
山
町
共
通
商
品
券
を
1

枚
贈
呈
し
ま
す
。

※
引
換
期
間
は
12
月
12
日
月
か
ら

2３
日
金
ま
で
で
す
。

申　
11
月
９
日
水
か
ら
25
日
金
ま

で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
付
ま
す
。
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更・中止となる可能性があります。町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 11/８（火）、11/28（月）

12/13（火）、12/26（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 11/16（水）、12/21（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 11/10（木）、12/８（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
11/２（水） 10:00～11 :30 保健センター

保健センターｔ294−5511
12/２（金） 10:00～11 :30 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 11/22（火）、12/21（水） 10 :00～11 :00 児童館内子育て支援室 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 127

子育て相談
なんでも話してみよう 平日 10:00～15 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

  

「鎌倉殿」の時代の流
や ぶ さ め

鏑馬

歴史散歩
第341回

　
「
出
雲
伊い

波わ

比い

神
社
の
や
ぶ
さ
め
」
は
埼
玉
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
県
内
有
数
の

馬
と
人
の
民
俗
行
事
で
す
。
平
安
時
代
に
起
源
を
も

ち
、
伝
統
行
事
と
し
て
現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

わ
が
町
の
流
鏑
馬
は
、
小
中
学
生
が
射
手
を
務
め
る

全
国
的
に
も
大
変
珍
し
い
地
域
の
祭
礼
で
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
で
放
映
中
の
「
鎌
倉
殿
」
の
時
代
に

も
盛
ん
に
流
鏑
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
鎌
倉
時

代
の
歴
史
書
『
吾あ
ず
ま
か
が
み

妻
鏡
』
の
な
か
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

文ぶ
ん

治じ

３
年
（
１
１
８
７
）
８
月
15
日
、
鎌
倉
の
鶴

岡
八
幡
宮
の
放ほ
う

生
じ
ょ
う

会え

で
流
鏑
馬
が
行
わ
れ
、「
鎌
倉

殿
」
源
頼
朝
の
前
で
三
浦
義よ
し

村む
ら

ら
五
人
の
武
将
が
的

を
外
す
こ
と
な
く
矢
を
射
貫
き
ま
し
た
。こ
の
と
き
、

諏す

訪わ

盛も
り

澄ず
み

と
い
う
武
将
が
連
れ
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
盛
澄
は
、
京
都
城せ
い

南な
ん

寺じ

の
流
鏑
馬
に
参
加
し
、

遅ち

参さ
ん

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
過
去
が
あ
り
、
囚と

ら

わ
れ

の
身
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
盛
澄
は
藤ふ
じ

原わ
ら

秀ひ
で

郷さ
と

流り
ゅ
うの

由
緒
あ
る
流
鏑
馬
の
使
い
手
で
あ
っ
た
た
め
、「
鎌

倉
殿
」は
遅
参
し
た
こ
と
に
大
変
立
腹
し
ま
し
た
が
、

一
方
で
刑
に
処
す
れ
ば
、
秀
郷
流
が
絶
え
て
し
ま
う

こ
と
に
心
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
盛
澄
は
、
そ
の

場
で
小
さ
な
器
を
五
寸
の
串
に
挟
ん
だ
も
の
を
的
に

見
立
て
て
射
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
が
次
々
に

射
貫
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
串
を
射
る
よ
う
に
と
命
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、こ
れ
も
見
事
に
命
中
さ
せ
ま
し
た
。

見
て
い
た
「
鎌
倉
殿
」
は
気
分
を
良
く
し
、
盛
澄
は

罪
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
治
３
年
８
月
４
日
に
は
、
武
蔵
国
熊
谷
郷
の
熊く
ま

谷が
い

直な
お

実ざ
ね

が
流
鏑
馬
が
も
と
で
領
地
を
没
収
さ
れ
る
と

い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
直
実
は
鶴
岡
八
幡
宮
の

放
生
会
で
流
鏑
馬
の
的
立
役
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
射
手
で
は
な
く
、
徒
歩
の
的
持
ち
で
あ
る
こ
と

を
不
服
と
し
、「
鎌
倉
殿
」
の
命
に
は
従
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
弓
の
名
手
で
あ
り
、
仲
間
同
士
の
優
劣
を
好

ま
な
い
直
実
に
は
承
し
ょ
う

服ふ
く

で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

他
に
も
鶴
岡
八
幡
宮
の
放
生
会
を
中
心
に
流
鏑
馬

の
記
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
武
芸
の
継
承
と
習

得
に
熱
心
だ
っ
た
武
将
た
ち
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
出
雲
伊
波
比
神
社
の
や
ぶ
さ
め
」
の
乗
り
子
は

大
変
だ
け
ど
名
誉
な
こ
と
で
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
わ
が
町
伝
統
の
流
鏑
馬
に
武
蔵

武
士
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
所
以
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

出雲伊波比神社の
やぶさめ
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